
きのこ狩りを楽しむために気をつけたいことがあります。
例年、食べられるきのこと、見た目がよく似ている毒きのこを誤認して食べたことによる食
中毒が多数発生しています。きのこ狩りに行ったら、きのこが生えている環境やきのこの
特徴をよく観察して、確実に食べられるきのこであると判別できないときは、絶対に採った
り、食べたり、売ったり、人にあげないようにしましょう。

食べられるきのこと確実に判断できないときは
採らない！食べない！売らない！人にあげない！

厚生労働省「毒キノコによる食中毒に注意しましょう」より食中毒発生状況を加工して作成
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/kinoko/index.html
※イッポンシメジの項は、クサウラベニタケとの混同が疑われるので、イッポンシメジ、クサウラベニタケの両方に計上しています

毒きのこによる食中毒発生状況（平成26年～令和5年）

きのこの種類 間違えやすい食用きのこの例
（「自然毒のリスクプロファイル」より） 事件数 患者数 死者数 本誌掲載

ページ

117 343 0 3

35 102 0 10

17 29 0 7

-

4 5 0 7

9 30 0 5

6 12 0 4

6 11 0 9

3 6 0

3 3 0 7

-

2 4 0

2 3 1 8

2 2 1 12

1 1 0 -

0 0 0 11

0 0 0 6

0 0 0 13

0 0 0 14

15 35 0

15

15 40 1

241 633 3

気をつけて！に毒きのこ

1

イッポンシメジ

クサウラベニタケ

ツキヨタケ

ドクササコ

テングタケ

ニセショウロ

キタマゴタケ

ナラタケ，ホテイシメジ，アカハツ，チチタケ

カラカサタケ

ー

ショウロ

シロフクロタケ，ハラタケ，ツクリタケ

ー

―

ー

ナメコ、クリタケ、ナラタケ、ナラタケモドキ

タマゴタケ

ヤマドリタケ、ヤマドリタケモドキ

ベニナギナタタケ

ウスヒラタケ

―

0 0 0

―

タマゴタケモドキ

ハイイロシメジ

ドクツルタケ

ニセクロハツ

カブラアセタケ

ニガクリタケ

ベニテングタケ

ドクヤマドリ

カエンタケ

スギヒラタケ

不　明

その他

合　計

4 7 0



きのこは、さまざまな環境に、それぞれ異なった暮らし方で生きています。
樹木ときのこが地面の中で栄養のやりとりをおこなって暮らしているものや（外生菌根菌）、倒木や切り株を分解

して生きているもの（木材腐朽菌）、地面上の落ち葉や枯れ枝を分解して生えているもの（腐生菌）、昆虫など他の生
き物に寄生しているきのこ（寄生菌）もいます。また、暮らしている場所、暮らしている森の種類（針葉樹林、広
葉樹林、マツ林、ブナ林など）によってもきのこの種類は異なります。きのこを採るときには、きのこが生えてい
る環境や暮らしぶりをよく観察しましょう。

　きのこを正確に見分けるためには、細部までしっかりと観察することが大切です。そのためには、きのこを採集し
たら１）きのこは壊さないよう全体を、２）幼菌から傘が開いた成菌までを採集し、３）種類ごとに分けて野外から
持ち帰り、名前を調べましょう。専門家講師による観察会などを利用するのもよい方法です。
　名前を調べるのに役立つのが図鑑やインターネットなどの情報です。食毒についての情報は日々更新されています。
図鑑は信頼のおける出版社の、出版日の新しいものを参照しましょう。インターネットも更新日が新しく、専門家に
よるものを選びましょう。
　日本のきのこは、半分以下しか名前がつけられていないことをご存知ですか？そのため、自分が調べたいきのこが、
図鑑やインターネットに載っているどの分類にもあてはまらない場合もあります。そのときは不明なきのこだと判断
しましょう。そして、よくわからないきのこは、絶対に食べないようにしましょう。

　パンフレットの見方？
食毒について

注 食用とされているが、
食べ方に注意が必要
なきのこ

中毒が死に至る危険
性のある、とくに注
意したいきのこ

食 食用きのこ

毒 毒きのこ
＊毒きのこの配列は、一般の図鑑と同じ順としました

Check 各ページのメインとなっている毒きのこを同定する
ときに役立つ観察点のまとめです

＊ 各きのこの特徴を引き線を用いて解説しました
　 赤枠で囲んだ毒きのこの記述の下に、よく間違われる食用
きのことの見分け点を記してあります

2

傘→ひだ→柄→つば→つぼ→肉（図参照）の順に観察しま
しょう。
１）傘の表の色や模様（粘性・鱗片・毛・いぼ・傘縁の

溝線や条線の有無）を調べましょう。
２）傘の裏の特徴（ひだ状・スポンジ状の管孔・針状な

ど様々）も重要です。ひだの疎・密、管孔の穴の大
きさや並び方、色、変色性等は、名前を調べる際の
チェックポイント。

３）柄の表面の特徴（色や模様、つばとつぼの有無と
形）はどうですか。つばはひだを被っていた膜（内
被膜）で、落ちやすいものもあり、また繊維状のも
のは消失しやすいため慎重に見極めましょう。つぼは幼菌のときにきのこ全体を被っていた膜（外被膜）
の名残です。種によって形（膜質袋状、いぼ状など）が異なるため、名前を調べる大きな手がかりとなり
ます。

４）肉の変色性や乳液の有無なども重要です。また、なかには特徴のあるにおいをもつものもあります。図鑑
には味の情報が書かれていることもありますが、生のきのこをむやみに口に入れることは、しないように
しましょう。

 観察するときは、幼菌から傘の開いたものまで沢山並べて特徴を調べるようにしましょう。
 これら観察したことは、メモしたり写真を撮ったりして記録しておきましょう！

（外被膜）

 

 

いぼ（外被膜）

傘

ひだ

膜質袋状のつぼ
（外被膜） いぼ状のつぼ

柄

管孔

クモの巣状被膜
（コルチナ）

つば
（内被膜）

きのこを観察する時の基本

きのこの環境と暮らしを観察する

きのこの見分けのポイント



ツキヨタケのひだは発光す
るから、採集したら、暗い
ところで確かめてみよう。
でも、若すぎたり、古くなっ
たり、乾燥しすぎたものは
光らないよ。

食中毒の原因となる代表的な毒きのこと

ツキヨタケ（ツキヨタケ科）毒 ヒラタケ食

ムキタケ食

シイタケ食

よく似た食べられるきのこ

柄：つば状の隆起がある

黒いしみは、ヒラ
タケ、ムキタケ、
シイタケにはない

隆起は、ヒラタケ、
ムキタケ、シイタ
ケにはない

発生時期 夏～秋（とくに秋）

発生場所 木材腐朽菌、ブナなどの枯れ立木の樹幹や倒木

中毒症状 嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系の症状を生じる

① 傘を割ると、基部に黒いしみがある
② 柄につば状の隆起がある
③ 暗いところでひだが光る

ツキヨタケ

Check

柄：太短く、
側方につく

傘：平滑

柄：つば状の
隆起はない

傘：細毛に被わ
れ、ビロード状
で鱗片はない

傘：綿毛状の
鱗片がある

傘：表皮は
はがれやすい

柄：明らかな
柄をもつ

傘：小鱗片があるが
のち消失

傘：割ると基部に
黒いしみがある
（ときに不明瞭）

3

柄：細毛がある



ドクササコ（所属科未確定）毒

発生時期 秋

発生場所 腐生菌、タケやぶ、ササやぶ、雑木林
主に新潟県を中心とした日本海側

中毒症状 末端紅痛症（手足の末端が赤く腫れて激痛となる）

ナラタケのなかま注

チチタケ食

生で食べると胃腸系の中毒を起こす。過食は消化
不良を起こす。広く日本に分布する（写真はドク
ササコがよくみられる地域に多いオニナラタケ）

分子系統解析の結果から現在は所属科未確定
とされている

① 傘は深い漏斗型
② 柄につばがない
③ 傘の縁に条線がない
④ 傷つけても乳液は出ない
⑤  全体がナラタケのなかまよりも赤みを帯びている

ひだ：乳液
は出ない

傘：古くなると、
白っぽくなる

傘：表面は平滑

傘：はじめ中
央がくぼんだ
まんじゅう形、
のち漏斗型に
深くくぼむ

肉：薄い

柄：中空で、　
縦に裂けや
すい

柄：つばはない

傘：鱗片
がある

柄：つばがある

傘：縁に短い
条線がある

傘：中央部は
ややくぼむ

ひだばかりでな
く、どこを傷つ
けても、新鮮な
ものからは白い
乳液が出る（乳
液はのち褐色の
しみとなる）

肉：もろく、どの
方向にも裂ける

傘：表面はビロード状

チチタケは
乳液が出る

縁が波打つきの
こは少ない

Check

ドクササコ

4

傘：条線はな
い、成長する
と縁は波打つ

柄：髄状～中実
で、縦に裂けない                              



ニセアブラシメジやチャナメツムタ
ケのひだは、胞子の成熟にしたがっ
て全体的な色の変化がみられる

ニセアブラシメジ
やチャナメツムタ
ケは、傘の表面に
被膜の名残や小鱗
片がある

ニセアブラシメジに
は繊維模様のつばが
ある

ひだ：白色で密、傷ついたり古く
なると褐色のしみがでる

傘：まんじゅう形、のち開くと中
高の平らとなり中央がややくぼむ

肉：白色で傷つ
くと褐色に弱く
変色する

柄：つばはない

傘：平滑で、湿
時粘性がある

カキシメジ（キシメジ科）毒
発生時期 秋

発生場所 外生菌根菌、雑木林（ブナ、コナラ、クヌギ、
シラカンバなど）、マツ林

中毒症状 頭痛を伴った、嘔吐、下痢、腹痛などの消化器
系の症状を生じる

地方によっては、ちが
うきのこを「カキシメ
ジ」と呼ぶこともある
から、気をつけてね！

①  ひだは白色で、傷ついた部分や古いきのこには、
褐色のしみが出る

②  傘の表面は平滑で、湿時粘性があるが、被膜の名
残や小鱗片などはない

③ 柄につばはない

ニセアブラシメジ（クリフウセンタケ）食

チャナメツムタケ食

傘：白色絹糸状の
被膜の名残があ
るが消えやすい

ひだ：白色
のち肉桂色

柄：幼時クモの巣
膜（内被膜）があり、
傘が開くと、柄の
表面に繊維模様の
つばとなって残る

傘：綿毛状の
小鱗片がある

傘：湿時、
粘性がある

柄：幼時、繊
維状のつばが
あり、中実ひだ：白色のち

さび褐色

Check

カキシメジ

5

傘：湿時粘
性がある



ベニテングタケ（テングタケ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、シラカンバ林（カバノキ属の
林など）、針葉樹林（マツ科）

中毒症状
嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系の症状、
発汗、縮瞳、めまい、幻覚、興奮などの神
経系の症状など、複雑な症状を生じる

① 傘にいぼがある
②  ひだは白色（傘のいぼが雨で落ちても、古くなっても、
ひだの色は白いまま）

③ 柄もつばも白色
④ つぼは袋状ではなく、いぼが環状に並ぶ

タマゴタケは、ひだ
が黄色なんだね！柄
にも模様があるよ！

キタマゴタケ食

タマゴタケ食

ひだ：黄色

傘：溝線がある

つば：橙色膜質

柄：だんだら
模様

柄：中空
柄：基部はふ
くらまない

つぼ：白色、膜
質で深い袋状

傘：黄色みが強
いこともある

傘：溝線がある

つば：白色
膜質

柄：白色

柄：基部は球
状にふくらむ

つぼ：いぼが
環状に並ぶ

柄：中空

いぼ：白色

ひだ：白色

ひだ：黄色

つば：黄色膜質

タマゴタケのつ
ばは橙色

タマゴタケの柄
は、黄色と橙色
のだんだら模様

タマゴタケの基部
はふくらまない

タマゴタケに似て、傘の黄色いキタマゴタケと、猛毒
のタマゴタケモドキ（P.7）とはひだの色で区別する

タマゴタケのつ
ぼは袋状

雨などで落ち
ることもある

タマゴタケの
ひだは黄色

Check

ベニテングタケ
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テングタケ（テングタケ科）毒 イボテングタケ（テングタケ科）毒

発生時期 夏～秋

発生場所
外生菌根菌
テングタケ：主に広葉樹林（ブナ科）
イボテングタケ：主に針葉樹林（マツ科）

中毒症状
嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系の症状、発汗、
縮瞳、めまい、幻覚、興奮などの神経系の症状など、
複雑な症状を生じる

発生時期 夏～秋

発生場所
外生菌根菌
針葉樹林（トウヒなどマツ科）、広葉樹林（主
にブナ科）

中毒症状

症状は段階的に生じる。嘔吐、腹痛、コレ
ラ様の激しい下痢などの消化器系の症状を
生じ、それらの症状はおさまるが、内臓の
細胞が破壊されるため肝臓・腎臓の機能障
害などを生じて、死に至ることもある

いぼ・つ
ば・つぼ

のあ

るものは
毒きのこ

が多

いので、
要注意だ

よ！
テングタケは、テン
グタケとイボテング
タケに分けられたよ

① 傘に溝線がない
② ひだは白色（成熟しても白いまま）
③ つばは白色
④ つぼは白色～帯褐色、膜質袋状で浅い

テングタケとイボテングタケを見分
けるポイントは、太い赤枠の部分だよ

タマゴタケモドキ（テングタケ科）毒

いぼ：白色 ひだ：白色

つば：白色
膜質、落ち
やすい

つば：白色膜
質、縁部はし
ばしば褐色、
落ちやすい

いぼ：やや褐色
を帯びた白色

柄：中空

傘：溝線がある

ひだ：白色

柄：中空

柄：基部は球状

つぼ：縁が反り
返ったリングが
多数重なる

柄：基部
は球状

小形できゃしゃ がっしりとして大形

傘：溝線
がある

つぼ：縁はリン
グ状に反り返る

つぼ：白色～帯褐
色、膜質袋状で浅い

傘：溝線がない

ひだ：白色

つば：白色
膜質

柄：基部は
ふくらむ

柄：黄褐色の細
かい鱗片模様が
ある

傘：湿時粘
性がある

肉：白色キタマゴタケ※のつぼは
深い袋状

※キタマゴタケ（P.6）

キタマゴタケ※

は溝線がある

キタマゴタケ※

のひだは黄色

キタマゴタケ※

のつばは黄土色

キタマゴタケ※の柄は
だんだら模様

Check

Check

テングタケ

タマゴタケモドキ
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ドクツルタケ（テングタケ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、広葉樹林、針葉樹林

中毒症状

症状は段階的に生じる。嘔吐、腹痛、コレラ様の激しい
下痢などの消化器系の症状を生じ、それらの症状はおさ
まるが、内臓の細胞が破壊されるため肝臓・腎臓の機能
障害などを生じて、死に至ることもある

① 全体が白色
② ひだは若くても、古くても白色
③ 白色のつばが柄の上のほうにある
④  袋状のつぼがある（落ち葉などに埋まっ
てみえないこともある）

シロフクロタケ食

ツクリタケ（マッシュルーム）食
ハラタケ食

ひだ：成熟して
も白色のまま

つぼ：白色
膜質袋状

柄：基部は
ふくらむ

柄：ささくれる（ときに
目立たないものもある）

つば：白色膜質、
頂部につく

傘：縁に溝
線がない

傘：湿時粘性がある

傘：白色で、湿時粘
性がある

柄：ほぼ平滑

つぼ：白色で小形

柄：つばは
ない

ひだ：白色
のち肉色

全体が白色

傘：白色のちや
や赤みを帯びる

柄：つぼはない

柄：つばがある

柄：つばがある

柄：つぼはない

ひだ：白色
のち肉色を
経て黒褐色

ひだ：白色のち肉
色を経て黒褐色

傘：ホワイトや
ブラウンなど、
数品種がある

栽培品、常に幼菌の
状態で販売される

Check

ドクツルタケ

シロフクロタケのひだは
成熟すると肉色、ハラタ
ケやツクリタケは黒褐色

シロフクロ
タケのつぼ
は小型で浅
く、ハラタ
ケやツクリ
タケにつぼ
はない

シロフクロタケ
の柄はほぼ平滑
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オオシロカラカサタケ（ハラタケ科）毒 発生時期 春～秋

発生場所 腐生菌
有機質の多い草地、畑地、芝生、公園など

中毒症状 嘔吐、下痢など激しい消化器系の症状を生じる

①  ひだは成熟すると緑色を帯びる（胞子が緑色をし
ているため）

②  柄には鱗片がなく、基部はふくらむが球根状では
ない

③  開いた傘の径と、柄の長さは、ほぼ同じのずんぐり型

カラカサタケ注
生で食べると消化器系の中毒を起こす

開いた傘の径と柄
の長さはほぼ同じ

ひだ：傷つく
と赤変する

傘：鱗片がある

つば：リング状
で可動性

ひだ：成熟
しても白色

柄：鱗片は細か
いだんだら模様

柄：基部は球根
状にふくらむ

傘：地肌は淡灰褐色

肉：傷つく
と赤変する

つば：厚く
可動性

傘：白色～灰
褐色で繊維状

ひだ：はじめ白色、胞
子が成熟すると緑色を
帯び、のち暗緑褐色

傘：鱗片がある

柄：基部はや
やふくらむ

柄：白色のち
灰褐色、鱗片
はない
カラカサタケのよ
うな鱗片による模
様はない

カラカサタケは柄のほ
うが長いことが多い

カラカサタケは傷つ
いても変色しない

カラカサタケは成熟したひだ
でも白色

カラカサタケ
は傷ついても
変色しない

カラカサタケは球
根状

Check

オオシロカラカサタケ

オオシロカラカサタケは熱
帯性のきのこだけど、温
暖化によって日本でもよく
見かけるようになったよ。
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クサウラベニタケ（イッポンシメジ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、広葉樹林（ブナ科）

中毒症状 嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系の症状、発
汗などのムスカリン様の神経系症状を生じる

呼ばれることもあるよ。その
くらいウラベニホテイシメジと
よく似ているから注意してね！

①  傘の表面に、白色絹糸状の繊維模様（かすり
模様）はない

② ひだは成熟すると肉色
③ 全体的にきゃしゃで、柄は中空が多い
④ 肉は苦くない

ハタケシメジ食

ウラベニホテイシメジ食

傘：平滑、白色の絹糸
状繊維で被われない

肉：苦くない

傘：白色絹糸状の繊維でうすく
被われる（かすり模様がある）

ひだ：成熟
すると肉色

柄：しっかり
として中実

指で押した
ような斑が
ある（ない
こともある）

傘：白く細かい
繊維模様があ
り、粉をふいた
ようにみえるこ
ともある

ひだ：成熟
しても白色

肉：苦い

ウラベニホテイシメジは、絹
糸状の模様があり、繊維模様
のない部分は指で押したよう
な斑にみえる

ひだ：成熟
すると肉色
ハタケシメジの
ひだは、成熟し
ても白色

ウラベニホテイシ
メジは苦い

Check

クサウラベニタケ

柄：やや中空
で、きゃしゃ
なものが多い

ウラベニホテイシ
メジは中実でしっ
かりとしている
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ニガクリタケ（モエギタケ科）毒
発生時期 春～晩秋

発生場所 木材腐朽菌、広葉樹林、針葉樹林
広く日本に分布する

中毒症状
激しい嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系
の症状を生じる。ひどい場合は、脱水、
けいれんを起こし、死に至ることもある

① 傘は黄色みが強いことが多い
② ひだは若いうちからやや黒みを帯びる
③  味は苦い（注：ニガクリタケの苦みは調
理後も残ることが多いため、苦いと感
じたら食べないこと）

ニガクリタケは黄色の
鮮やかなものから、ク
リタケにそっくりなもの
まで、いろいろあるよ

クリタケ注

ナラタケのなかま注
生で食べると胃腸系の中毒を起こす。過食は消
化不良を起こす。広く日本に分布する（写真は
ナラタケ）

ブナ帯を中心に発生する

生で食べると胃腸系の中毒を起こす。外国では
有毒とされている。ブナ帯を中心に発生する

ナメコ食

肉：黄色で苦みがある
傘：縁に繊維状の
被膜の名残をつ
けるが、のち消失

ひだ：幼時黄色、成
熟すると暗紫褐色

傘：明るい茶褐色
～濃い赤れんが色

ひだ：黄白色
のち暗紫褐色

柄：つばはない

傘：縁に短い
条線がある

柄：つば
がある

傘：小さな
鱗片がある

傘：ゼラチン質の
粘液で被われる

ひだ：成熟す
ると淡褐色

柄：ゼラチン質
のつばがある

傘：周辺に白色
繊維状の被膜の
名残をつける

傘：黄色で平滑、
中央はやや橙色
を帯びる

柄：繊維状の不完
全なつばがあり、
胞子とともに付着
することがある

若いときはまだひだ
がつばで被われてい
ます

広葉樹・針葉樹・
タケの枯幹や切
り株などに通常
は多数束生する

Check

ニガクリタケ

11

ひだ：白色～クリー
ム色、古くなると褐
色のしみをつける                



赤

ニセクロハツ（ベニタケ科）毒

クロハツ（ベニタケ科）毒

発生時期 夏～秋（主に夏）

発生場所 外生菌根菌、東海や関西など西日本を中心
としたシイ・カシなどの常緑ブナ科樹林

中毒症状
嘔吐、腹痛などの消化器系の症状、横紋
筋融解症、呼吸困難や臓器不全を生じ、
死に至ることもある

発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、広葉樹林（ブナ科）、針葉樹林（マ
ツ、トウヒ、モミなど）

中毒症状
悪心、嘔吐、腹痛、下痢など消化器系の症状
を生じ、ひどい場合は体中が痛み、麻痺して
死亡することもある

クロハツモドキ（ベニタケ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、針葉樹林、広葉樹林

中毒症状 嘔吐、下痢など消化器系の症状を生じ、ひど
い場合は死亡することもある

ニセクロハツは毒性が強く死に至
ることもあるから要注意だよ！
よく似ているクロハツとクロハツ
モドキも有毒と考えられているか
ら、絶対に採って食べないでね！

肉：白色、傷つけると赤く
変色、のち灰～黒色となる
（個体の状態により時間が
かかることもある）

ひだ：クリーム白色、
老成により黒変、幅
広く、きわめて疎

ひだ：クリーム白
色、幅狭く、密

傘：白色のち灰
褐色～黒褐色

傘：はじめ汚白
色、のち暗褐色
～ほぼ黒色

傘：灰褐色～黒褐色で、
ややビロード状

ひだ：クリー
ム白色、疎

① ひだは疎（ひだの枚数が少ない）
② 、は分部たし色変く赤てけつを傷 
時間が経っても黒くならない

Check

ニセクロハツ赤 赤 赤

赤 黒

クロハツとクロハツモドキは、傷ついた部
分が赤くなったあと黒くなる（個体の状態
により時間がかかることもある）

肉：白色、どの部分を傷つけて
もゆっくりと赤く変色するが、
時間が経っても黒くはならない

肉：白色、傷つけると赤く
変色、のち黒色となる（個
体の状態により時間がか
かることもある）
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ドクヤマドリ（イグチ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 外生菌根菌、亜高山帯の針葉樹林

中毒症状 嘔吐、下痢などの消化器系の症状を生じる

① 亜高山帯の針葉樹林に発生する
②  柄に隆起した網目はなく、古くなると中ほど
に赤褐色のしみが帯状に出る

③  管孔を傷つけると青変し、褐色のしみとなる

亜高山帯の針葉樹林（トウヒ属、モミ属、
マツ属など）に発生する

主に低地のブナ科広葉樹林に発生する

ヤマドリタケ（ポルチーニ）食

ヤマドリタケモドキ食

傘：ややビロード状

管孔：傷つくと
青変、のち褐色
のしみとなる

柄：上部に隆起
した網目がある

管孔：幼時、管孔
の表面は白い菌
糸で被われ、成熟
すると黄色の管
孔がみえてくる

傘：ビロード状のち無
毛、湿時粘性がある

柄：全体に隆起
した網目がある

管孔：幼時、管孔の表
面は白色の菌糸で被わ
れ、成熟すると黄色の
管孔がみえてくる

傘：色は淡色から
濃色まで幅が広い

肉：白色、変色しない

肉：白色、変色しない

傘：無毛、湿
時粘性がある

柄：網目はなく、古
くなると、赤褐色
帯状のしみが出る

肉：淡黄色、傷つくと
ゆるやかに青変する

ヤマドリタケ、ヤマド
リタケモドキは、傷つ
けても変色しない

ヤマドリタケ、ヤマドリ
タケモドキは隆起した網
目がある

ヤマドリタケ、ヤマドリタケ
モドキは、傷つけても変色し
ない

Check

ドクヤマドリ
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カエンタケ（ボタンタケ科）毒
発生時期 夏～秋

発生場所 広葉樹林

中毒症状
嘔吐、下痢、腹痛などの消化器系の症状、手足のしびれなどの神経系の症状を生じ、
その後、さまざまな臓器に障害が現れ、脳障害を経て死に至ることもある
毒成分は刺激性が高く、汁に触れると皮膚障害が出る

ベニナギナタタケ食

①  近くに枯れたブナ科の樹木（コナラやミズナラな
ど）がある。（公園などでは切られて切り株だけ
のこともある）

② どんなに枝分かれしていても、基部はひとつ
③ かたくて強靭、折れにくい

）うょしまめやはとこるすりたれ触にみやむ（ 　

ナラ枯れのあとに発生してお
り、近年、公園など身近な環
境にみられるようになったよ！
素手で触らないようにしてね！

赤橙色～橙黄色で光沢があるが、
古くなると鮮やかさが失われる

全体が緋色～朱赤色

数本～数十本が束状に
なって生える（一本ず
つばらばらにすること
ができる）

表面はかた
くて強靭

こん棒状～掌状、樹状など形はさ
まざま。地上から単生するため、
枝分かれしていても基部はひとつ

肉：白くてかたい

ベニナギナタタケは枝分かれしない棒状
で、単生せず束生が多い

ベニナギナタタケは、
もろくて折れやすい

Check

カエンタケ

14

偏圧された棒状で
枝分かれしない                             

肉：もろく折れやすい



スギヒラタケ（キヒラタケ科）毒
発生時期 秋

発生場所 木材腐朽菌、針葉樹林（主にスギの倒木や切り株）

中毒症状
ふらつき、下肢の脱力などの運動障害を生じた後、意識障害、けいれん等を
起こし、脳症を経て死に至ることもある
急性脳症は、腎臓に疾患のある人で発症率が高いことが報告されている

スギヒラタケはよくみかけるきのこ
です。以前は食用とされ、缶詰な

ども販売されていました。しかし、2004
年に発生した急性脳症の中毒の原因とし
て疑われたことを契機に、食用としない
よう注意が呼び掛けられています。

注意

ウソの言い伝えを信じたために毒きのこを食べて中毒になった例が報告されています。
これらの言い伝えに科学的な根拠はなく、全てウソなので信じないようにしましょう。

迷信に注意しましょう！

 柄が縦に裂けるきのこは食べられる → ×
 色が派手なきのこは毒で、地味な色をしたきのこは食べられる → ×
 塩漬けにすれば毒がぬけて食べられる → ×
 干して乾燥すれば毒がぬけて食べられる → × 
 ナスと一緒に料理すれば毒がぬけて食べられる → × 
 虫が食べているきのこは食べられる → × 
 傘の裏がスポンジ状のきのこは食べられる → ×

ひだ：幅狭く、
極めて密

肉は白色で薄い

傘：円形の
ち耳形～扇
形、へら形 柄：ほとんど

ない、基部に
毛がある
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食べられるきのこと確実に判断できないときは
採らない！食べない！売らない！人にあげない！

食べられるきのこと、見た目がよく似ていて間違いやすい毒きの
こがあることを知っておきましょう。

食べられるきのこも毒きのこも、それぞれの特徴を確実に覚える
ようにしましょう。（迷信に注意しましょう！P.15 参照）

誤って食中毒になった場合に備えて、採ったきのこの現物を残し、
あわせて写真や特徴を記録しておきましょう。

きのこの種類を判断するときは、傘、ひだ、柄、つば、つぼ、肉質、
におい、生育環境など、いろいろなことを観察しましょう。

きのこを調理する前にもう一度確認しましょう。

インターネットなどの画像検索の結果は参考程度にとどめ、きの
この鑑別には使わないようにしましょう。

傷ついたきのこや古くなったきのこは採らないようにしましょう。

食べられるきのこであっても、十分に加熱して、食べ過ぎな
いようにしましょう。

食べて具合が悪くなった時は、すぐに医師の診察を受けま
しょう。

○厚生労働省「自然毒のリスクプロファイル」
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/syokuchu/poison/index.html

○厚生労働省「毒キノコによる食中毒に注意しましょう」
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/shokuhin/kinoko/index.html

○書籍： おいしいきのこ毒きのこハンディ図鑑（主婦の友社）、増補改訂新版 山渓カラー名鑑 日本のきのこ（山と渓谷社）、
くらべてわかるきのこ（山と渓谷社）、原色日本新菌類図鑑Ⅰ・Ⅱ（保育社）、増補改訂フィールドベスト図鑑 
日本の毒きのこ（学習研究社）

○写真・資料提供者：大作晃一、下野義人、吹春俊光、松本則行、南谷臣昭、森本繁雄

○制作協力者：大作晃一、吹春俊光、吹春公子、南谷臣昭

○監修：令和 5年度厚生労働科学研究費補助金（食品の安全性確保推進事業）
　　　　「自然毒等のリスク管理のための研究（21KA1005）」

参考資料

ここに気をつけよう！
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